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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と3

　「なかしべつ」では、「パンを作る仕
し
事
ごと
」、「じゃがいもを作る仕

し
事
ごと
」、「牛

ぎゅう

乳
にゅう
を作る仕

し
事
ごと
」を取

と
り上げています。その他

ほか
にもたくさんの物

もの
を作る仕

し
事
ごと

があるので、調
しら
べてみましょう。

　運
うん
動
どう
公
こう
園
えん
の方に工

こう
場
じょう
があったけど、何を作っているの

かしら？

　たくさんの牛を見たことがあるよ。牛を育
そだ
てて、牛

ぎゅう
乳
にゅう

を作るのかな？

　中
なか
標
しべ
津
つ
で作られたものがスーパーで売って

いるのを見たことがあるよ。ほかに使
つか
われて

いるところはないのかな？

　畑
はたけ
では、たくさんの花がさいていたよ。

でも、何を作っているのかな？

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
では、どんなものが作られているかみんなで話し合いました。

　話し合っているうちに、みんなは自
じ
分
ぶん
たちの住

す
む中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
では、どこでど

のような物
もの
を作っているのかくわしく調

しら
べてみたくなりました。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　工
こう
場
じょう
では、ゴーダチー

ズをどのようにして
作っているのだろう。

？工
こう

場
じょう

ではたらく人
ひと

々
びと

ゴーダチーズは、どうやって作られるのかな？

ゴーダチーズを作る仕
し

事
ご と

1

雪
ゆき

印
じるし

メグミルク㈱なかしべつ工
こう

場
じょう

◆操
そう
　　業

ぎょう
：昭

しょう
和
わ
７年 10月

◆製
せい
造
ぞう
品
ひん
目
もく
：�ゴーダチーズ、さけるチーズ、
ホエイ粉

こ

◆集
しゅう
乳
にゅう
地
ち
域
いき
：中

なか
標
しべ
津
つ
、標
しべ
津
つ
、羅

ら
臼
うす
、別
べっ
海
かい

掲
けいさい
載内

ないよう
容は 2020（令

れい
和
わ
２）年７月時

じてん
点の情

じょう
報
ほう
に基

もと
づき作

さくせい
成

？

①�酪
らく
農
のう
家
か
が生

せい
産
さん
した大

たい
切
せつ
な生

せい
乳
にゅう
が、タンクローリーで毎

まい
日
にち

運
はこ
ばれてくるんだ。これがゴーダチーズの原

げん
料
りょう
になるん

だ。

②�生
せい
乳
にゅう
は、タンクローリーごとに検

けん
査
さ
されて、大きなタン

クに貯
た
められるんだ。

　�生
せい
乳
にゅう
は、パイプラインで運

はこ
ばれるから、直

ちょく
接
せつ
見えないん

だね。

https://www.meg-snow.com/
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自
じ

動
どう

化
か

されたラインで、 連
れん

続
ぞく

的
てき

にゴーダチーズは作られるんだね。

④ざっきんを取
と
って、熱

ねつ
を加

くわ
えて殺

さっ
きんするんだ。

⑤�カードメイキング：�タンクの中で、生
せい
乳
にゅう
に乳

にゅう
酸
さん
きんと酵

こう

素
そ
（レンネット）を混

ま
ぜると、とうふのように固

かた
まるんだ。

⑥�そして小さくきって、かき混
ま
ぜると、カード（固

かた
まり）

とホエイ（水
すいぶん
分）に分かれるんだ。

⑦ホエイをのぞき、カードに塩
しお
を混

ま
ぜるんだ。

③�ゴーダチーズを作るために生
せい
乳
にゅう
の成

せい
分
ぶん
（しぼう分）を調

ちょう

整
せい
するんだ。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

⑧�ブロックに固
かた
めて、フィルムで真

しん
空
くう
ほうそうするんだ。

金
きん
属
ぞく
やほかのものが入っていないかも確

かくにん
認するよ。

⑨冷
れい
蔵
ぞう
庫
こ
で�1�日かけて冷

ひ
やすんだ。

⑩ダンボールにつめるんだ。

⑪トラックに乗
の
せてさぁ出

しゅっ
発
ぱつ
だ。
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　工
こう
場
じょう
では、専

せん
用
よう
のユニホームを着

き
て、手あらい、ゴミ

取
と
りをして、衛

えい
生
せい
管
かん
理
り
に気をつけているよ。使

つか
った機

き
械
かい

は毎
まいにち
日あらっているんだ。

　はたらく人がみんな、明るく、元
げん
気
き
に仕

し
事
ごと
ができるよ

うに、指
ゆび
さし確

かく
認
にん
したり、声をかけあったり、�ルールを

しっかり守
まも
ることが大

たい
切
せつ
なんだ。

　ゴーダチーズを作るためには、たくさんの水や電
でん
気
き
な

どのエネルギーを使
つか
うんだ。使

つか
うエネルギーをできるだ

け減
へ
らせるように、色

いろ
々
いろ
な工

く
夫
ふう
をして、環

かん
境
きょう
にやさしい

取
とり
組
く
みを進

すす
めているよ。

　原
げん
材
ざい
料
りょう
、製
せい
造
ぞう
とちゅう、製

せいひん
品で色

いろいろ
々な検

けん
査
さ
をして、全

すべ

て合
ごう
格
かく
していることを確

かく
認
にん
して出

しゅっ
荷
か
できるんだ。

　工
こう
場
じょう
の人たちは、ど

んなことに気を付
つ
けな

がら、ゴーダチーズを
作っているのだろう。

？はたらく人はどんなことに
気をつけているのかな

なかしべつ工
こう

場
じょう

のこだわり

衛
えい

生
せい

・品
ひん

質
しつ

へのこだわり

安
あん

全
ぜん

活
かつ

動
どう

省
しょう

エネルギー
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　なかしべつゴーダチーズは、酪
らく
農
のう
家
か
のみなさんが、大

たい
切
せつ
に育

そだ
てた牛

からえられた良
りょう
質
しつ
な生

せい
乳
にゅう
からできています。お客

きゃく
様
さま
が安

あん
心
しん
して食べて

いただけるよう、日
に
本
ほん
人
じん
の好

この
みにあった、安

あんぜん
全でおいしいゴーダチー

ズをこれからも心をこめて作っていきます。ぜひ、食べてくださいね。

　工
こう
場
じょう
ではたらく人は、全

ぜん
部
ぶ
で 100 人をこえるんだ。みんなが力を

あわせて、ゴーダチーズはできているんだ。

工
こう

場
じょう

ではたらく人の話

　ゴーダチーズづくり
のほかに、どんな仕

し
事
ごと

があるのだろう。

？工
こう

場
じょう

ではたらく人たち

工
こう

場
じょう

には、いろいろな役
やく

割
わり

のひとがいるんだね
仕
し

事
ごと

によって着
き

る服
ふくそう

装も違
ちが

うんだ

事
じ
務
む
の仕

し
事
ごと
をして

います

品
ひん
質
しつ
検
けん
査
さ
の仕

し
事
ごと
を

しています
ゴーダチーズを倉

そう
庫
こ
に

運
はこ
ぶ仕

し
事
ごと
をしています

チーズを作る仕
し
事
ごと
を

しています
工
こう
場
じょう
で使

つか
う電

でん
力
りょく
などを

管
かん
理
り
しています
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　できあがった品
しな
物
もの
は

どこへ、どのようにし
て運

はこ
ばれるのだろう。

？ゴーダチーズの行き先は
どこなんだろう

　ゴーダチーズは、乳
にゅう
酸
さん
きんと酵

こう
素
そ
のち

からで、数
すう
か月

げつ
間
かん
たつと、おいしくなる

んだ。なかしべつ工
こう
場
じょう
でつくられたゴー

ダチーズは、町
ちょう
内
ない
で小さなサイズにした

ものが売られているんだ。多くは、本
ほん
州
しゅう

の工
こう
場
じょう
に送

おく
って、プロセスチーズの原

げん
料
りょう

になるんだ。

　ゴーダチーズは、ナチュラルチーズの

1種
しゅ
なんだよ。

　「ナチュラルチーズ」は原
げん
料
りょう
の牛

ぎゅう
乳
にゅう
を

乳
にゅう
酸
さん
きんと酵

こう
素
そ
で固

かた
めたもので、乳

にゅう
酸
さん
き

んが生きているチーズなんだ。�

　「プロセスチーズ」は、ナチュラルチー

ズを数
すう
種
しゅ
類
るい
混
ま
ぜ、熱

ねつ
を加

くわ
えて作るチーズ

だよ。味
あじ
がかわらず、保

ほ
存
ぞん
性
せい
に優

すぐ
れてい

るんだ。

「ナチュラルチーズ」「プロセスチーズ」は

どう違
ちが

うの？ 20kg のゴーダチーズ
をカットして作った商

しょう

品
ひん
だよ

　プロセスチーズには
こんな商

しょう
品
ひん
があるんだ。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　工
こう
場
じょう
では、パンを、

どのようにして作って
いるのだろう。

？　わたしたちが食べている給
きゅう
食
しょく
にはパン

の日があります。このパンはどこで作ら

れているのでしょうか。じつは、中
なか
標
しべ
津
つ

町
ちょう
にある「万

まん
両
りょう
屋
や
」というパン屋

や
で作ら

れています。�今
こんかい
回は係

かかり
の人に案

あん
内
ない
して

いただきながらパン工
こう
場
じょう
の中を見せても

らいました。

パンを作る仕
し

事
ご と

2

パンができるまで
↑運
うんどうこうえん
動公園近くにある万

まん
両
りょう
屋
や

　ひつような材
ざい
料
りょう
の量

りょう
をはかります。正

せい
確
かく
には

かることが大
たいせつ
切です。そして、はかった材

ざい
料
りょう
を

混
ま
ぜあわせます。

①計
けい
量
りょう
・調

ちょう
合
ごう

　材
ざい
料
りょう
をしっかりと混

ま
ぜ、こねていきます。こ

のとき、こねすぎると生
き
地
じ
がベタベタになり、

味
あじ
がおちてしまうので、そうならないように気

をつけます。

②ミキシング

https://www.manriyouya.com/
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　こねた生
き
地
じ
をやすませます。こうすることで、

パンの味
あじ
がよくなり、おいしいパンになります。

③一
いち
次
じ
発
はっ
酵
こう

　生
き
地
じ
の形をととのえます。形には、まるい形

のブール型
がた
やフランスパンのような形のバケッ

ト型
がた
などがあります。

④成
せい
型
けい

　成
せい
型
けい
した生

き
地
じ
は、二

に
次
じ
発
はっ
酵
こう
させます。こうす

ると、パンのボリュームがでて、ふわふわのパ
ンになります。

⑤二
に
次
じ
発
はっ
酵
こう

このようにふくらむよ。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　二
に
次
じ
発
はっ
酵
こう
させた生

き
地
じ
をオーブンで焼

や
きます。

コッペパンなどはこれで完
かんせい
成です。

⑥焼
しょう
成
せい

　調
ちょう
理
り
パンや菓

か
子
し
パンは、パンが焼

や
き上がって

から作ります。パンを切ったり、クリームをし
ぼったりします。

⑦仕
し
上
あ
げ、調

ちょう
理
り

　おいしいパンの完
かん
成
せい
です。

　このように、パンは一つ一つ作られています。

完
かん
成
せい
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　工
こう
場
じょう
の人たちは、ど

んなことに気をつけな
がら、パンを作ってい
るのだろう。

？パン作りのくふう

　パン作りのくふうについて工
こう
場
じょう
の方に

話を聞きました。

　中
なか
標
しべ
津
つ
高
こうこう
校の商

しょう
業
ぎょう
研
けん
究
きゅう
会
かい
と協

きょう
力
りょく
して中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の食

しょく
材
ざい
をつかったパン作りをしまし

た。この時に使
つか
った食

しょく
材
ざい
が「ムサマル」（じゃがいも）です。とてもおいしいパンに

なりました。�また、中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の牛

ぎゅう
乳
にゅう
も使

つか
っていますよ。

　最
さいきん
近では、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
で作られた小

こ
麦
むぎ
を使

つか
ったパン作りに取

と
り組んでいます。給

きゅう
食
しょく
に

もそのパンが出るかもしれません。

　給
きゅう
食
しょく
では、小

しょう
学
がく
生
せい
・中

ちゅう
学
がく
生
せい
と食べる人に合わせてパ

ンの大きさをかえて作っています。発
はっ
酵
こう
させた生

き
地
じ
を

成
せい
型
けい
する前に、機

き
械
かい
で小

しょう
学
がく
生
せい
用
よう
、中

ちゅう
学
がく
生
せい
用
よう
に分けてい

ます。先に分けることで�同じように作ってもできあが
りの大きさはかわるのです。

　いつもと同じように作っても、パンは温
おん
度
ど
や湿

しつ
度
ど
がちがうと、できあがりも大きく

かわります。だから、その時の温
おん
度
ど
や湿

しつ
度
ど
に合わせて作り方をくふうしています。暑

あつ

い時は冷
つめ
たい水で冷

ひ
やしたり、寒

さむ
いときは部

へ
屋
や
の温

おん
度
ど
を上げたりしながら、いつもと

かわらないおいしいパンを作っています。

①中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の食
しょく

材
ざい

を使
つか

ったパン作り

③食べる人に合わせて大きさをかえています。

②パンは「いきもの」
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　できあがった品
しなもの
物は

どこへ、�どのようにし
て運

はこ
ばれるのだろう。

？できあがったパンはどこへ

　できあがったパンはどこへどのように

して運
はこ
ばれるのか、工

こう
場
じょう
の方に聞いてみ

ました。

　万
まん
両
りょう
屋
や
で作られたパンは、給

きゅう
食
しょく
だけでなく、色

いろ
々
いろ
なところで売られている

ことがわかりました。また、万
まん
両
りょう
屋
や
の工

こう
場
じょう
が中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
のスーパーアークスの

中にもあることがわかりました。

　話を聞いていくと給
きゅう
食
しょく
と万

まん
両
りょう
屋
や
とのかかわりがほかにもわかりました。

①給
きゅう
食
しょく
で出ているご飯

はん
やめんも万

まん
両
りょう
屋
や
で作られている。

②�できあがった給
きゅう
食
しょく
をトラックで学

がっ
校
こう
へ運

はこ
び、食べ終

お

わったあとの残
のこ
った給

きゅう
食
しょく
を給

きゅう
食
しょく
センターにもどして

いる。

作る場
ば
所
しょ

とどける場
ば
所
しょ

万
まん
両
りょう
屋
や
パン工

こう
場
じょう

トラックで

小
しょう
学
がっ
校
こう
・中

ちゅう
学
がっ
校
こう
（中

なか

標
しべ
津
つ
・別

べっ
海
かい
・標

しべ
津
つ
）

計
け
根
ね
別
べつ
幼
よう
稚
ち
園
えん
・

中
なか
標
しべ
津
つ
農
のう
業
ぎょう
高
こうこう
校

中
なか
標
しべ
津
つ
高
こうこう
校

（パンの販
はん
売
ばい
）

パン屋
や
さん

（ぴえーる）
（スーパーアークス・フクハラ）

スーパーアークスに
ある万

まん
両
りょう
屋
や
パン工

こう
場
じょう
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　工
こう
場
じょう
の人たちは、ど

のようなねがいをもっ
ているのだろう？

？パンを作っている人たちのねがい

　万
まん
両
りょう
屋
や
でパンを作っている人たちにこ

れからの目
もく
標
ひょう
やねがいを聞いてみまし

た。

　パンの主
しゅ
原
げん
料
りょう
は小

こ
麦
むぎ
です。その小

こ
麦
むぎ
が今、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
でも作られるようになってきま

した。だんだんと目
もく
標
ひょう
に近づいてきましたが、まだパン作りに必

ひつ
要
よう
な他

ほか
の材

ざい
料
りょう
が中

なか
標
しべ

津
つ
では作られていません。いつかすべての材

ざい
料
りょう
が中

なか
標
しべ
津
つ
産
さん
のパンを作ってみたいです

ね。

　万
まん
両
りょう
屋
や
では、給

きゅう
食
しょく
を給

きゅう
食
しょく
センターにもどす仕

し
事
ごと
もしています。その時に給

きゅう
食
しょく
の入れ

物
もの
が軽

かる
いと、みんながわたしたちの作ったパンやご飯

はん
をしっかり食べてくれたことが

わかります。給
きゅう
食
しょく
を作る人にとって一番うれしいのは、作った物

もの
を全

ぜん
部
ぶ
食べてくれる

ことです。
　ぜひ、給

きゅう
食
しょく
をおいしく、そしてたくさん食べてくださいね。

　万
まん
両
りょう
屋
や
では、てんか物

ぶつ
の少ないパン作りを目

め
指
ざ
しています。それでも少しは使

つか
わな

いと作れません。これからも新しいパン作りに取
と
り組んで、てんか物

ぶつ
が入らないパン

を作り、どんな人でも食べられるパンを作りたいですね。
※�てんか物

ぶつ
とは、食べ物

もの
をカビからまもったり、色をよく見せたりするものです。体

によくないものもあるそうです。

①オール中
なか

標
しべ

津
つ

産
さん

の材
ざい

料
りょう

でパンを作りたい

③給
きゅう

食
しょく

をたくさん食べてね

②てんか物
ぶつ

が少ないパン作り
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　じゃがいもは、どの
ようにして�作られるの
だろう。

？

じゃがいもを作る仕
し

事
ご と

3

　じゃがいもは、「たねいも」をうえて育
そだ
てます。たねいもは、太

たいよう
陽に当てると病

びょう
気
き
に強

い芽
め
になります。

　芽
め
が出たら、たねいもを切り、機

き
械
かい
で畑

はたけ
にまきます。

①浴
よっ
光
こう
催
さい
芽
が
（４月下

げ
旬
じゅん
～５月上

じょう
旬
じゅん
）

②は種
しゅ
（５月中

ちゅう
旬
じゅん
～５月下

げ
旬
じゅん
）

　ここでは、「伯
はく
爵
しゃく
じゃがいも」が育

そだ
つ

までを紹
しょう
介
かい
します。じゃがいもは植

う
えて

から収
しゅう
穫
かく
するまでに 120 日くらいかか

ります。
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　病
びょう
気
き
にならないために消

しょう
毒
どく
をおこなったり、除

じょ
草
そう
や培

ばい
土
ど
を天

てん
気
き
や生

せい
長
ちょう
を見ながら行いま

す。

　順
じゅん
調
ちょう
に生

せい
長
ちょう
すると、むらさき色の花をさかせます。

　生
せい
長
ちょう
したくきや葉

は
は、だんだんかれてきます。その分、土の中のいもに養

よう
分
ぶん
がいき、い

もが大きくなっていきます。
　くきや葉

は
がかれて植

う
えつけてから４か月ぐらいたった頃

ころ
、収

しゅう
穫
かく
します。機

き
械
かい
で掘

ほ
って、

いもを手でひろいます。大きさを選
せん
別
べつ
し、箱

はこ
詰
づ
めして出

しゅっ
荷
か
します。

　　選
せん
別
べつ
は、じゃがいも１個70ｇのＭサイズから320ｇの３Ｌサイズに分けられます。

　出
しゅっ
荷
か
までは保

ほ
冷
れい
庫
こ
という大きな冷

れい
蔵
ぞう
庫
こ
の中で保

ほ
管
かん
します。

　培
ばい
土
ど
とは、土をよせる作

さ
業
ぎょう
のことです。

これは育
そだ
ついもに日

にっこう
光をあてないために

土をよせます。
　いもは日

にっこう
光にあたると緑

みどり
色
いろ
になるの

で、緑
みどり
色
いろ
になるのを防

ふせ
ぎます。緑

みどり
色
いろ
の部

ぶ

分
ぶん
は食べると中

ちゅう
毒
どく
になることがあるので

注
ちゅう
意
い
が必

ひつ
要
よう
です。

③管
かん
理
り
作
さ
業
ぎょう
（培

ばい
土
ど
・消

しょう
毒
どく
・除

じょ
草
そう
など）

④収
しゅう
穫
かく
（は種

しゅ
をしてから４か月）
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を作る仕
し
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ご と

3

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
では、どん

なじゃがいもが作られ
ているのだろう。

？中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

で作られているじゃがいも

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
では、「伯

はく
爵
しゃく
じゃがいも」だ

けでなく、他
ほか
の種

しゅ
類
るい
のじゃがいもも作っ

ています。

　昔
むかし
、ヨーロッパの田

いな か
舎の春祭

まつ
り（５月のお祭

まつ
り）の時に村の若

わか
い娘

むすめ
さんの中から選

えら

ばれる女
じょ
王
おう
様
さま
にちなんで、５月の女

じょ
王
おう
＝メイ・クイーンと言われています。煮

に
ても形

が崩
くず
れないので、シチューやカレー、おでんで食べると美

お
味
い
しいです。

　でんぷん用のじゃがいもの「コナヒメ」です。でんぷんの取
と
れる量

りょう
が優

すぐ
れており、�

中
なか
標
しべ
津
つ
で採

と
れるじゃがいもの半

はんぶん
分以

い
上
じょう
を占

し
めています。でんぷんで作られる商

しょう
品
ひん
は、

ラーメン、かまぼこ、お菓
か し
子やお酒

さけ
などがあり、炭

たん
酸
さん
飲
いん
料
りょう
にも使

つか
われています。

　中
なか
標
しべ
津
つ
生まれの「ムサマル」。中

なか
標
しべ
津
つ
の山、武

む
佐
さ
岳
だけ
とじゃがいもの形が丸いので、

ムサ＋マルでムサマルと言われています。

①メークイン

②コナヒメ

③ムサマル
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　中
なか
標
しべ
津
つ
でじゃがいも

が作られるようになっ
たのは、どうしてだろ
う。

？なぜ中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

でじゃがいも作り？

　なぜ中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
でじゃがいもがたくさん

作られるようになったのでしょうか。そ

れにはいくつかの理
り
由
ゆう
があります。

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
でじゃがいもがたくさん作れるのには、このような理

り
由
ゆう
があるの

です。

　じゃがいもは、もともとすずしい地
ち
域
いき
の野

や
菜
さい
ですので、暑

あつ
い地

ち
域
いき
では、育

そだ
てること

ができません。中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の気

き
温
おん
は、夏もそれほど暑

あつ
くならないので、じゃがいもを育

そだ

てるのに合っているのです。

　気
き
温
おん
が低

ひく
いことで、じゃがいもの害

がい
虫
ちゅう
が少ないことも理

り
由
ゆう
の一つです。また、元

げん
気
き

にじゃがいもが育
そだ
つので、病

びょう
気
き
にもかかりにくくなります。

　そうすることで、農
のう
薬
やく
をたくさん使

つか
わなくても、じゃがいもを作ることができるの

です。

　じゃがいも作りに大
たいせつ
切なことの一つに、土づくりがあります。よい土を作るために

は、よい肥
ひ
料
りょう
を土に混

ま
ぜることが必

ひつ
要
よう
です。よい肥

ひ
料
りょう
とは、牛や馬などのふんです。

中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
は、酪

らく
農
のう
の町でもあるので、牛のふんがたくさん手に入ります。それを畑

はたけ
に

まいて、よい土を作ることができるのです。

②害
がい

虫
ちゅう

や病
びょう

気
き

が少ない、農
のう

薬
やく

をへらすことができる

③よい肥
ひ

料
りょう

が手に入りやすい

①中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の気
き

温
おん
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し

事
ご と

3

　収
しゅう
穫
かく
したじゃがいも

は、どこにいくのだろ
う？

？収
しゅう

穫
かく

したじゃがいもはどこへ？

　じゃがいもを育
そだ
てるには、じゃがいもを作る畑

はた
作
さく
農
のう
家
か
をはじめ、農

のう
協
きょう
の職

しょく

員
いん
や肥

ひ
料
りょう
会
かい
社
しゃ
・農

のう
薬
やく
会
かい
社
しゃ
などたくさんの人がかかわっています。�多くの人

がかかわりながら作られたじゃがいもは、農
のう
家
か
や作

さ
業
ぎょう
員
いん
が収

しゅう
穫
かく
します。

　食
しょく
用
よう
のじゃがいもは、１年

ねんかん
間に 100ｔ生産されます。100ｔは 10kg　

のじゃがいもが入る箱
はこ
が１万個

こ
分です。

　そのうちの 20％は道
どうがい
外の市

し
場
じょう
に、50％は道

どうがい
外のスーパーに、20％は全

ぜん

国
こく
からくる個

こ
人
じん
の注

ちゅう
文
もん
に、そして 10％は町

ちょう
内
ない
のスーパーで売られます。

“じゃがいも”生
せい
産
さん
者
しゃ
�

ＪＡ職
しょく
員
いん
・関

かんけい
係機

き
関
かん
の職

しょく
員
いん

市
し
場
じょう
（道

どうがい
外）

� 20％
個
こ
人
じん
宅
たく
配
はい

� 20％�
スーパー
（道

どうがい
外）

� 50％
（町

ちょう
内
ない
「あるる」ほか）

� 10％

選
せん
別
べつ
して

出
しゅっ
荷
か
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　牛を育
そだ
てるに

は、どのような
仕
し
事
ごと
があるのだ

ろう。

？

● 門
もん

馬
ま

さんの１日の仕
し

事
ごと

● 門
もん

馬
ま

さんの１年
ねんかん

間の仕
し

事
ごと

牛
ぎゅう

乳
にゅう

を作る仕
し

事
ご と

4

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

21 34 5 6 7 8 9 10 11 12

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

21 34 5 6 7 8 9 10 11 12

・
人じ

ん
工こ

う
受じ

ゅ
精せ

い

・
子こ

牛う
し
の
世せ

話わ

・
そ
う
じ

・
さ
く
乳
に
ゅ
う

・
エ
サ
や
り

時じ  

刻こ
く

午
ご

  前
ぜん

牛
ぎゅう

舎
しゃ

の仕
し

事
ごと

（そうじ、エサやり、さく乳
にゅう

、子
こ

牛
うし

の世
せ わ

話、冬の牛
ぎゅう

舎
しゃ

の除
じょ

雪
せつ

など）

午
ご

  後
ご

仕し  

事ご
と

月つ
き

牧ぼ
く
そ
う草

の
世せ

わ話

牛う
し

の
世せ

わ話

・
子こ

牛う
し

の
世せ

話わ

・
そ
う
じ

・
さ
く
乳
に
ゅ
う

・
エ
サ
や
り

・
牧ぼ
く
草そ

う
づ
く
り

・
ス
ラ
リ
ー
（
液え
き

体た
い

肥ひ

料り
ょ
う

）
を
ま
く

・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
種た
ね

を
ま
く

・
肥ひ

料り
ょ
う

を
ま
く

・
牧ぼ
く
草そ

う
畑ば

た
け

を
耕た

が
や

す

・
ス
ラ
リ
ー
を
ま
く

・
肥ひ

料り
ょ
う

を
ま
く

・
二に

番ば
ん
草ぐ

さ
の
収し

ゅ
う
か
く穫

・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
収し

ゅ
う

穫か
く

・
機き

械か
い

の
整せ

い

備び

・ 

一い
ち
番ば

ん
草ぐ

さ
（
最さ

い
し
ょ初
に
生
え
て
き
た
牧ぼ

く
草そ

う
）
の
収し

ゅ
う
か
く穫

　牛
ぎゅう
舎
しゃ
の仕

し
事
ごと
と牧

ぼく
草
そう
づくりの仕

し
事
ごと
があるんだね。

こんな朝早くから仕
し
事
ごと
があると大

たいへん
変そうだね。

　たい肥
ひ
や肥

ひ
料
りょう
をま

いて牧
ぼく
草
そう
がよく育

そだ
つ

ようにしているね。
1年のうちに２回牧

ぼく

草
そう
を収

しゅう
穫
かく
するんだ

ね。デントコーンは
動
どうぶつ
物の飼

し
料
りょう
（エサ）

とする大
おお
型
がた
のトウ

モロコシのことなん
だって！

　牛を育
そだ
てて、乳

ちち
をしぼる人のことを「酪

らく
農
のう

家
か
」といいます。酪

らく
農
のう
家
か
の方は、いつもどの

ような仕
し
事
ごと
をしているのか、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
武
む
佐
さ
の

門
もん
馬
ま
さんを訪

たず
ねて教わることにしました。
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3

酪
らく

農
のう

のくふう

エサづくりのくふう

〇�牧
ぼく
草
そう
の肥

ひ
料
りょう
は、牛のふんを使

つか
って作ったスラリーやたい肥

ひ
が中

ちゅう
心
しん
で、化

か
学
がく

肥
ひ
料
りょう
をあまり使

つか
わないようにすることで、上

じょう
質
しつ
な牧

ぼく
草
そう
を作っています。

〇�牧
ぼく
草
そう
のほとんどは、ハーベスターでかり

とったものをダンプトラックで運
はこ
んで、バ

ンカーサイロに貯
ちょ
蔵
ぞう
します。その時に重

じゅう
機
き

で上から踏
ふ
んで空

くう
気
き
をぬき、シートをかぶ

せて牧
ぼく
草
そう
を発

はつ
こうさせ、サイレージ（発

はつ
こ

うした牧
ぼく
草
そう
でつくられた牛のエサ）をつく

ります。また、牧
ぼく
草
そう
をかんそうロールにし

てたくわえることがあります。

〇�牛のエサは、サイロにたくわえられたサイ

レージに配
はい
合
ごう
飼
し
料
りょう
（トウモロコシや大

だい
豆
ず
か

すなど）をまぜて作っています。

さく乳
にゅう

のくふう

〇�牛が乳
ちち
をしぼってもらいたくなると、牛が

自
じ
分
ぶん
でロボットの中に入ります。ロボット

の中に入ると、センサーが乳
にゅう
頭
とう
の位

い
置
ち
や形

をさがしあて、自
じ
動
どう
的
てき
にミルカーをつけま

す。牛の顔のところにエサがあるので、牛

はエサを食べながらさく乳
にゅう
されます。さく

乳
にゅう
が終

お
わると、自

じ
動
どう
的
てき
に乳

にゅう
頭
とう
からミルカー

↑�ハーベスターで、牧
ぼく
草
そう
をダンプにつ

みこむ

↑�重
じゅう
機
き
で踏

ふ
んで空

くう
気
き
をぬく

↑�バンカーサイロに貯
ちょ
蔵
ぞ う
する
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がはずれ、牛は外に出されます。牛の首に

ついているタグで、いつさく乳
にゅう
したか分か

るようになっていて、まださく乳
にゅう
しなくて

も大
だい
丈
じょう
夫
ぶ
な牛は、しぼられることなく出さ

れます。

牛を育
そだ

てるくふう

〇�広いフリーストール牛
ぎゅう
舎
しゃ
で牛を育

そだ
てていま

す。牛は自
じ
由
ゆう
に歩き、エサを食べ、水をの

み、休むことができるので、牛へのストレ

スが少なく飼
し
育
いく
ができます。また、牛はあ

つさに弱く、病
びょう
気
き
になってしまうため、夏

の暑
あつ
い日はせんぷうきをつけて牛

ぎゅう
舎
しゃ
の温

おん
度
ど

をちょうせいしています。

〇�牛はひづめがのびすぎると、歩きづらく

なったり、いたくなったりして、体
たい
調
ちょう
をく

ずし、乳
ちち
が出なくなったりするため、４か

月に一回さくてい（ひづめを切ること）を

しています。

〇�牛が食べるときにエサをとばしてしまう

と、十
じゅう
分
ぶん
に食べられなくなります。これま

では人がエサを寄
よ
せていましたが、今は、

エサを寄
よ
せるロボットがかつやくしていま

す。夜
よ
中
なか
でも寄

よ
せることができるので、牛

↑�ミルキングパーラー

↑�ミルカー

↑牛の出
で
入
い
り口

ぐち

↑エサを食べる牛
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3

はいつでも十
じゅう
分
ぶん
にエサを食べることがで

き、乳
ちち
の量

りょう
がふえました。

〇�牛のふんのそうじは、スクレッパーという

機
き
械
かい
で自

じ
動
どう
的
てき
に行います。牛のふんは集

あつ
め

られ、牧
ぼくそう
草を育

そだ
てる肥

ひ
料
りょう
に利

り
用
よう
されます。

〇�牧
ぼく
草
そう
地
ち
へ牛を放

ほうぼく
牧します。中

なか
標
しべ
津
つ
は広い土

と

地
ち
があるので放

ほう
牧
ぼく
ができますが、本

ほん
州
しゅう
など

では土
と
地
ち
がせまいので放

ほう
牧
ぼく
できないそうで

す。

↑牛
ぎゅう
舎
しゃ
の中

↑牛
ぎゅう
舎
しゃ
のそうじ

↑エサを寄
よ
せるロボット

↑スクレッパー

　牛がストレスなく生
せいかつ
活していけるように、

様
さまざま
々なくふうをしているんだね。機

き
械
かい
が人の

かわりにいろいろな仕
し
事
ごと
をしているなんて、

すごいね。
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　しぼった乳
ちち
は、どこ

へ、どのようにして製
せい

品
ひん
になるのだろう。

？しぼった乳
ちち

はどこへ

　しぼった乳
ちち
はどこへ、どのようにして

運
はこ
ばれるのか、工

こう
場
じょう
の方に聞いてみまし

た。

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の酪

らく
農
のう
家
か
でしぼった乳

ちち
のほとんどが牛

ぎゅう
乳
にゅう
やチーズの工

こう
場
じょう
に運

はこ
ばれ

ます。バルククーラーに入っている乳
ちち
をタンクローリーにうつし、工

こう
場
じょう
まで

運
はこ
びます。工

こう
場
じょう
に運

はこ
ばれた乳

ちち
は、たくさんの職

しょく
員
いん
の作

さ
業
ぎょう
で牛

ぎゅう
乳
にゅう
やチーズにな

ります。できた牛
ぎゅう
乳
にゅう
やチーズは、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
やほかの地

ち
域
いき
で販

はん
売
ばい
されます。

農
のう
家
か
個
こ
人
じん
プラント

（中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
内
ない
）

雪
ゆき
印
じるし
メグミルク㈱

（なかしべつ工
こう
場
じょう
）

乳
にゅう
製
せい
品
ひん
工
こう
場
じょう

（ＪＡ中
なか
標
しべ
津
つ
）

㈱明
めい
治
じ

（西
にし
春
しゅん
別
べつ
工
こう
場
じょう
）

※計
け
根
ね
別
べつ
地
ち く
区に移

い
転
てん
予
よ
定
てい

生
せい
　産

さん
製
せい
　造

ぞう

タンク
�ローリー

お店で販
はん
売
ばい

牛
ぎゅう
乳
にゅう
・乳

にゅう
製
せい
品
ひん
を製

せい
造
ぞう

中
なか
標
しべ
津
つ
農
のう
協
きょう

酪
らく
農
のう
家
か

計
け
根
ね
別
べつ
農
のうきょう
協

酪
らく
農
のう
家
か
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　酪
らく
農
のう
家
か
の人は、どの

ような思いでこの仕
し
事
ごと

をしているのだろう。

？酪
らく

農
のう

家
か

のねがい

　最
さい
後
ご
に、酪

らく
農
のう
の仕

し
事
ごと
について話を聞き

ました。

　ほかにもいろいろなくふうが・・・

①良
りょう

質
しつ

な牛
ぎゅう

乳
にゅう

を生
せいさん

産したい

②酪
らく

農
のう

家
か

にとって大
たいせつ

切なこと

・ 牧
ぼく

場
じょう

内
ない

の環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

（草刈
か

り、水はけ等
など

）

・ 牛
ぎゅう

舎
しゃ

の環
かん

境
きょう

（太
たい

陽
よう

と風
かぜ

の有
ゆうこう

効活
かつよう

用）

・ 牛
ぎゅう

舎
しゃ

のレイアウト（自
じ

由
ゆう

に食べて、寝
ね

ることのできるストレスフリーの環
かん

境
きょう

）

　酪
らく
農
のう
家
か
は、毎

まいにち
日の努

ど
力
りょく
の積

つ
み重

かさ
ねが結

けっ
果
か
につながるや

りがいのある仕
し
事
ごと
です。大

だい
自
し
然
ぜん
の中で動

どうぶつ
物と触

ふ
れ合いな

がら仕
し
事
ごと
をしたいと、酪

らく
農
のう
家
か
を目

め ざ
指す人もいますよ。

　きれいな環
かん
境
きょう
で、健

けん
康
こう
な牛から良

りょう
質
しつ
な牛

ぎゅう
乳
にゅう
を生

せい
産
さん
することを常

つね
に心がけています。

そのためには、エサがすべてであり、エサづくりに全
ぜん
力
りょく
を注

そそ
いでいます。酪

らく
農
のう
家
か
は、

基
き
本
ほん
的
てき
に年

ねん
中
じゅう
無
む
休
きゅう
、生き物

もの
と自

し
然
ぜん
が相

あい
手
て
です。息

いき
の抜

ぬ
けない仕

し
事
ごと
ではありますが、や

り方次
し
第
だい
では、自

じ
由
ゆう
に時

じ
間
かん
を使

つか
え、家

か
族
ぞく
との大

たい
切
せつ
なひと時を過

す
ごせます。

　毎
まいにち
日、繰

く
り返

かえ
しの仕

し
事
ごと
。忍

にん
耐
たい
力
りょく
と健

けん
康
こう
な体が大

たいせつ
切です。もちろん、動

どう
物
ぶつ
や自

し
然
ぜん
が好

す

きであることが大
だい
前
ぜん
提
てい
となります。私

わたし
は牧

ぼく
場
じょう
の後

こう
継
けい
者
しゃ
として生まれ、酪

らく
農
のう
家
か
となりま

したが、11年
ねんかん
間東

とう
京
きょう
と大

おお
阪
さか
で学

がく
生
せい
、社

しゃ
会
かい
人
じん
として経

けい
験
けん
を積

つ
むことができました。た

とえ後
こう
継
けい
者
しゃ
であっても、このような経

けい
験
けん
が大きな財

ざい
産
さん
となり、経

けい
営
えい
に反

はん
映
えい
することと

思います。
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